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新
年
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い
も
の
で
、
震
災
・

事
故
か
ら
１
年
９
カ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
未
だ
先
が
見
え
ず
、
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
町
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
中
、
何
か
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
こ
そ
、
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
好
転
し
、
希
望
が
見
い
出
せ
る
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

警
戒
区
域
の
再
編
に
よ
り
、
12
月
10
日
に
３
つ
の
区
域
分
け
が
施
行
さ
れ
、
中
屋

敷
、
大
川
原
地
区
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
登
録
し
た
車
輌
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
間
も
な
く
一
部
の
地
区
は
先
行
除
染
に
入
り
ま
す
。
除
染
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
、
帰
る
た
め
の
拠
点
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

賠
償
に
つ
い
て
も
、
土
地
、
建
物
、
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
５
年
間
戻
ら
な

い
こ
と
に
よ
り
、
区
分
け
に
よ
る
賠
償
の
差
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

括
請
求
も
可
能
と
な
り
、
生
活
再
建
に
向
け
て
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
賠
償
問
題
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
町
民
に

寄
り
添
う
体
制
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
受
け
入
れ
自
治
体
に
も
快
く
迎
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
第
一
弾
と
し
て
、
県
が
モ
デ
ル
と
し
て
整
備
す
る
県
営
の
災
害
公
営
住
宅

が
、
い
わ
き
市
小
名
浜
地
区
な
ど
に
２
５
０
戸
、
郡
山
市
喜
久
田
町
な
ど
に
１
６
０

戸
、
会
津
若
松
市
で
は
門
田
地
区
な
ど
に
90
戸
の
合
せ
て
５
０
０
戸
が
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
第
一
陣
が
入
居
開
始
予
定
で
す
が
、
順
次
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
の
候
補
地
と
し
て
大
熊
町
で
は
９
カ
所

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
熊
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
調
査
候
補
地
か
ら
外
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
自
治
体
で
完
結
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
全
体
の
課

題
と
位
置
付
け
、
今
後
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
熊
中
学
校
仮
設
校
舎
を
会
津
大
学
短
期
大
学
部
隣
接
地
に
、
現
在
建
設

中
で
す
。
同
時
に
会
津
大
学
、
短
期
大
学
の
施
設
の
使
用
の
ほ
か
、
小
中
学
校
へ
の

講
師
派
遣
、
教
育
研
究
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
交
流
等
を
行
え
る
よ
う
協
定
の
締

結
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
、
短
大
、
大
学
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
魅
力
の
あ
る
学
校
と
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
大
熊
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
震
災
、
事
故
で
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
を
失
い
、
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な
っ

た
り
、
友
と
別
れ
、
将
来
の
夢
も
絶
た
れ
、
も
が
き
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
希
望
の
灯
を
探
し
求
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
今
年
度
の
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
で
、
大
熊
中
学
校
の
岡
田
さ

ん
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品『
た
っ
た
一
秒
の「
あ
り
が
と
う
」』

に
は
「
厳
し
い
避
難
生
活
、
逆
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
周
囲
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
勇
気
と
希
望
を
貰
い
ま
し
た
。
人
生
の
歩
み
の
過
程
に
は
後
を
振
り
返
っ
た

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
り
、
脇
目
も
振
ら
ず
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
前
に
進

ん
で
、
つ
ま
ず
い
て
転
ん
だ
ら
、
起
き
上
が
っ
て
、
ま
た
前
に
歩
め
ば
い
い
ん
だ
と
、

こ
の
頃
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
新
た
な
「
ふ
る
さ
と
大

熊
町
」
理
想
郷
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
と
健
康
を
守
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
復
興
に
向
け

て
、
昨
年
よ
り
一
歩
も
二
歩
も
前
進
す
る
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新 年 の ご 挨 拶

大
熊
町
長

　
渡
辺
　
利
綱

新
た
な
「
ふ
る
さ
と
大
熊
町
」
を
目
指
し
て
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全
町
避
難
を
強
い
ら
れ
て
か
ら
、二
度
目
の
正
月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
町
民
の
皆
様
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
不
慣
れ
な
環
境
の
中
不
自
由
な
生
活
が
続
き
、
先
の
見

え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
僅
か
な
光
に
も
明
か
り
を

見
い
出
し
、
前
を
向
く
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
12
月
10
日
、
大
熊
町
は
３
つ
の
区
域
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
地

域
が
帰
還
困
難
区
域
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
を
感
じ
取
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
計
画
的
な
除
染
作
業
や
復
興
、
あ
る
い
は
新
た
な
生
活
を
考

え
る
上
で
は
起
点
と
な
る
べ
き
契
機
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
区
域
再
編
を
踏
ま
え
、
賠
償
請
求
手
続
き
は
今
後
早
急
に
進
む
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
復
興
計
画
の
実
施
計
画
も
年
度
末
に
は
示
さ
れ
る
方
針
で
あ
り
ま
す

し
、
災
害
公
営
住
宅
に
関
し
て
も
、
意
向
調
査
を
実
施
し
な
が
ら
着
実
に
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
候
補
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
の
申
出
に
対
し
、
最
も
被
害
を
受

け
て
い
る
私
共
が
何
故
ま
た
犠
牲
を
被
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
等
々
、
様
々
な
ご
意

見
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ず
は
地
域
や
地
権
者
の
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
事
前
調

査
を
行
い
、
判
断
材
料
を
提
供
し
た
い
と
の
話
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
以
降
今

後
の
町
の
復
興
計
画
や
振
興
策
と
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
本
格
的
な
議
論
が
開
始
さ

れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
5
年
後
以
降
に
つ
い
て
は
国
も
事
業
者
も
全
く
語
ら
ず
、
現
段

階
で
は
町
と
し
て
も
そ
の
先
を
明
確
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
居
住
制
限
区
域
と
な
っ
た
大
川
原
地
区
で
は
近
々
に
先
行
除
染
が
開
始
さ

れ
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
期
待
を
抱
い
て
は
お
り
ま
す
が
、
今
の
時
点
で
は
絶
対
の

確
証
が
得
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
町
議
会
は
、
随
時
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
取
り
組
み
、
執
行
部
と
共
に
町
の
軸
と

な
る
方
針
を
持
っ
て
確
固
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
避
難
を
続
け
る
全
町
民
が
一

日
も
早
く
落
ち
着
い
た
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
り
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
特
定
原
子
力
施
設
と
な
っ
た
１
～
４
号
機
の
収
束
・
廃
炉
に
向

け
た
動
き
や
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
も
、
帰
還
へ
の
支
障
と
な
ら
ぬ
よ
う
常
時
監
視

活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
更
に
昨
年
暮
れ
に
発
足
し
た
新
政
権
に
対
し
て
も
不
断

の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
代
表
の
自
覚
の
も
と
、
皆
様
方
の
目
線
で
町
勢
復
興
に
立
ち
向
か
う
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
共
に
こ
の
厳

し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
皆
様
が
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
日
の
来
る
こ
と
を
心
よ
り
御

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新 年 の ご 挨 拶

大
熊
町
議
会
議
長

　
千
葉
　
幸
生

「
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
を
」
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大
熊
町
の
区
域
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
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288号線に設置されたバリケード

288号線にバリケードが設置されました
大熊町は12月10日午前0時、帰還困難区域、居住制限区域、

避難指示解除準備区域の３区域に再編されました。これは、全
域が警戒区域に指定されている市町村では初めての再編となり
ます。

国道288号線の田村市都路町にあった警察による検問所は廃
止され、代わりに大熊町内の中屋敷区に開閉式のバリケードが
設置されました。このバリケードは国が管理し、午前７時から
午後８時まで通行証を持つ町民や、立ち入りの許可を受けた車
輌が通行します。

7：００〜２０：００
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町の
うごき

大熊町見回り隊が防犯パトロールを開始しました

行政区長会会議で
中間貯蔵施設などについて議論されました

大熊町行政区長会会議が12月13日、役場会津若松出張所で開かれ、中間貯蔵施設や区域見直し、
除染、町外コミュニティなどについて議論されました。

中間貯蔵施設については、環境省の担当者が、大熊町内の候補地を９ヵ所から６ヵ所および周辺
に集約し現地調査に入りたい。また、調査結果を３カ月でまとめ、受け入れの協議をしたいとの説
明がありました。

これに対し各区長からは「候補地に住む住民を、施設設置の場合どうするかの説明がない。その
説明が無いままに話しを進める訳にはいかない」「調査を受け入れた上で、その結果で判断すべき」

「施設ができれば、そこに住んでいた住民は、他の双葉郡の住民とも状況が異なる。除染を進める
地域の人たちに、受け入れ側のことをきちんと説明してほしい」などの意見が出されました。

区域見直しと除染、町外コミュニティに
ついては、町から現在の状況と計画が説明
されました。その中で、県でモデルとして
整備を進めている県営の災害公営住宅が、
いわき市は小名浜地区などに250戸、郡山
市は喜久田町などに160戸、会津若松市は
門田地区などに90戸が計画されており、早
ければ平成26年度中の入居開始を予定して
いること、国が記名の意向調査を１月に実
施することなどが説明されました。

また、中間貯蔵施設候補地住民を対象と
した住民説明会を１月上旬に実施すること
も伝えられました。

警戒区域が解除され区域が再編された大熊町内で
は、大熊町見回り隊が防犯パトロールに当たってい
ます。

見回り隊は、町民27人５班で編制され、避難指示
解除準備区域や居住制限区域を午前９時から午後３
時まで２台の車輌でパトロールしています。

パトロール初日となった12月10日は、午前８時頃
楢葉町役場を出発し、居住制限区域となった大川原
地区、避難指示解除準備区域となった中屋敷地区の
バリケードを開放し、両地区を巡回しました。

▲巡回する見回り隊

▲中間貯蔵施設の説明を聞く区長会



7 広報おおくま　2013（平成 25 年）1月号

町民の
ひろば

健康で楽しく働ける、豊かなまちをつくりましょう。
みんなで助けあい、明るいまちをつくりましょう。
きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。
自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
進んで学び、香り高い文化のまちをつくりましょう。

町
民
憲
章

フィンランドからサンタクロース一家が12月13日、大熊幼稚園に
やってきました。

サンタクロースは、北塩原村サイトステーションのイベントと子
どもたちの交流のため来日し、今回子どもたちに夢や希望を持って
ほしいとの願いから幼稚園を訪れました。

園児たちが、声を合わせ「サンタさ～ん」と呼びかけると、サン
タさん家族が登場。園児たちは大喜びでした。

質問コーナーでは「空を飛んでる気分はどうですか？どうして夜に来るんですか？」などのたくさんの
質問に、サンタさんはひとり一人に丁寧に答えていました。「サンタさんのお家はどこですか？」の質問では、
フィンランドのアルバムをみんなに見せてくれました。

サンタさんは園児ひとり一人にプレゼントを手渡し握手しました。握手してもらった園児たちは「大き
くてあったかかった」とニコニコしながら話していました。

園児たちはお礼に『あわてんぼうのサンタクロース』の歌を、足踏みしたり手をたたいたりしながら、
元気いっぱい歌いました。

サンタクロース一家に大興奮

12月10日午前0時、大熊町の避難指示区域が「避難指示解除準備区域」「居
住制限区域」「帰還困難区域」の３区域に再編され、昨年4月22日から設定
されていた警戒区域が解除されました。

これに合わせ、警戒区域解除後の大熊町内の防犯・防災の強化のため、双
葉警察署、双葉地方広域市町村圏組合消防本部による大熊町合同パトロール
が行われました。

9日午後11時より葛尾村活性化センターで行われた出発式では、渡辺町長が「これが明るい希望へ
の第一歩。防災への取り組み、自分達の地域は自分達で守るという意識の高揚に繋がる。長い道のり
だがしっかりと取り組んでいきたい」、清川俊彦双葉警察署長が「大熊町における犯罪抑止力が警戒区
域全体の犯罪抑止対策になる」と整列した総勢約100人の警察官、消防隊員に向けあいさつしました。 
　双葉署小泉剛刑事生活安全課長の出動申告で、各車輌に乗り込み、午前0時警戒区域解除と共に新しく設
置された国道288号線のバリケードを抜け、町内全域の巡回パトロールを開始しました。

大熊町合同パトロールを実施

平成24年秋の褒章で藍綬褒章を受章した佐久間孝夫さん(錦台)への伝達式
が11月30日、役場会津若松出張所町長室で渡辺町長が同席し行われました。

佐久間さんは、永年の統計調査に関する功績、特に昭和30年の臨時農業基
本調査から平成22年の2010世界農林業センサスに連続12回調査員として従
事した功績が認められ、今回の受章となりました。

伝達は、皆川誠司県企画調整部次長より行われました。
褒章を受け取り、佐久間さんは「調査員としての様々な経験は宝物。皆さんの協力が一番の力になり長

く続けられた。この栄誉をこれからも忘れず、大熊町の復興に協力していきたい」と喜びを語りました。

藍綬褒章を受章 ー佐久間孝夫さん(錦台 )ー

渡辺町長に出動を申告

藍綬褒章を受け取った
佐久間さん(中央)

サンタと握手する園児
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　これまで大熊町としましては、広報紙 ｢広報おおくま｣ をはじめ、ホームページや電子回
覧板を利用した情報の発信に努めて参りましたが、情報内容の高度化や情報配信の即時性な
ど、いくつかの課題がありました。
そこで今回、大熊町では、町からの情報をリアルタイムでご覧いただけるようにタブレット
型の情報端末を無償で配布（貸与）することといたしました。
　また、このタブレット型の情報端末は、町民同士のきずなの再生を図る事を目的に、テレ
ビ電話ができるシステムとなっております。
　町としましては、このタブレット型の情報端末をより多くの皆様にご利用いただき、町民
同士のきずな再生のお役にたてればと考えております。

【主な機能】
◆情報配信
　町からの情報、町長からのビデオメッセージなど
が文字と音声で届きます。
◆テレビ電話　

カメラ機能により、町民同士が相手の顔を見なが
ら会話できます。（カメラ切替で、顔を映さない会
話も可能です。）
◆インターネット
　インターネットが利用でき、ニュースの閲覧や情報検索などが行えます。
◆コミュニティ放送
　福島県内のＦＭ放送、県内テレビ局（一部）のニュースなどが視聴できます。

　  ※通話料、インターネット通信料は、町負担となりますので無料でお使いになれます。

【対　　象】
　平成 23 年３月 11 日現在で大熊町に住民票があった方（平成 24 年４月１日現在で 18 歳
以上の方）で、各避難先世帯の世帯主、または代表者の方
　※原則として各避難先世帯に１台の配布となります。

【お申込み方法】
　平成 25 年１月上旬に利用申込書を避難先世帯の代表者の方へ送付いたしますので、必要
事項をご記入いただきご返送してください。
　※なお、11 月 30 日現在の安否情報で利用申込書を送付いたします。

【配布時期】
　情報端末の設定などに時間を要しますので、３月下旬から宅配便で順次発送となります。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

タブレット型の情報端末をお配りします

※画面はイメージです



9 広報おおくま　2013（平成 25 年）1月号

お 知 ら せ

この度、復興庁、福島県及び大熊町では、避難期間中の住まいの確保について皆さまのお考えをお聞
きするため、住民意向調査を実施させていただくこととなりました。
現在、福島県では、原子力災害被災者を対象とした災害公営住宅の整備に向けた具体的な取り組みを
進めており、今回の住民意向調査は、主に災害公営住宅の入居に関する皆さまの意向を正確に把握させ
ていただくために、記名式で実施するものです。皆さまのご協力をお願いいたします。

住民意向調査「避難期間中の住まいの確保について」にご協力ください

実　施　概　要
■�調�査�実�施�主�体� 復興庁、福島県、大熊町
■�調　査　の　方　法� 全世帯に調査票を送付し、記名方式にて実施します。
■�回答をお願いする方� 世帯主の方に、ご回答をお願いいたします。

現在世帯が何か所かに分かれて避難されている場合は、それぞれ
の場所にお住まいの代表者の方に、ご回答をお願いいたします。

■�調�査�票�の�発�送� １月中旬（予定）
■�そ　　　の　　　他� 調査開始後にお問い合わせセンターを設置いたします。

※調査結果がまとまり次第、公表する予定です。

【お問い合わせ先】　大熊町役場会津若松出張所　企画調整課

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

○
平
成
24
年
分
の
所
得
税
か
ら
改

正
に
な
る
も
の

◦
生
命
保
険
料
控
除
制
度
が
改
正

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
一
般

生
命
保
険
料
控
除
」「
個
人
年

金
保
険
料
控
除
」
に
加
え
「
介

護
医
療
保
険
料
控
除
」
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
各

控
除
の
適
用
限
度
額
が
５
万
円

か
ら
４
万
円
（
住
民
税
は
３
．

５
万
円
か
ら
２
．
８
万
円
）、

合
計
の
適
用
限
度
額
は
10
万
円

か
ら
12
万
円
（
住
民
税
は
７
万

円
で
変
更
無
し
）
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

○
平
成
25
年
分
の
所
得
税
か
ら
改

正
に
な
る
も
の

◦
「
復
興
特
別
所
得
税
」
が
創
設

さ
れ
、
所
得
税
額
の
２
．
１
％

を
、
通
常
の
所
得
税
額
に
上
乗

せ
し
て
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

◦
給
与
等
の
収
入
金
額
が
１
５
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
給
与

所
得
控
除
額
が
、
２
４
５
万
円

の
定
額
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
の
退

職
所
得
に
対
す
る
住
民
税
に
つ
い

て◦
退
職
所
得
の
金
額
に
税
率
を
乗

じ
た
後
に
適
用
さ
れ
て
い
た

「
10
％
の
税
額
控
除
」
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

◦
勤
続
年
数
５
年
以
内
の
法
人
役

員
等
に
つ
い
て
、
退
職
所
得
の

金
額
を
計
算
す
る
際
の
「
２
分

の
１
を
乗
じ
る
措
置
」
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

税
務
課

税

お
問
い
合
わ
せ
先

こ
れ
に
と
も
な
い
、
立
入
時
の

防
護
服
等
の
着
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
場
所
に
て
防
護
服
等

を
受
領
の
上
、
区
域
に
立
ち
入
ら

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
南
ル
ー
ト
（
国
道
6
号
線
を
富

岡
方
面
か
ら
北
上
し
立
ち
入
る

ル
ー
ト
）

　

毛
萱
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
場

○
西
ル
ー
ト
（
国
道
２
８
８
号
線

を
田
村
市
か
ら
大
熊
町
に
入
る

ル
ー
ト
）

国
道
２
８
８
号
線　

中
屋
敷
地

区
ゲ
ー
ト

○
北
ル
ー
ト
（
国
道
6
号
線
を
南

相
馬
市
か
ら
南
下
し
、
立
ち
入
る

ル
ー
ト
）

北
ル
ー
ト
の
方
は
立
入
日
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
3
日
前
ま
で
に
立

入
者
数
な
ど
を
役
場
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。
大
川
原
東
ゲ
ー
ト
に

て
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

環
境
対
策
課

中
屋
敷
地
区
、
大
川

原
地
区
の
皆
様
へ

●
立
入
時
の
防
護
服
等
の
受
け
渡

し
に
つ
い
て

12
月
10
日
午
前
０
時
に
警
戒
区

域
が
解
除
に
な
り
、
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
の
中
屋
敷
地
区
、
居

住
制
限
区
域
の
大
川
原
地
区
の
立

入
り
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

立
ち
入
り

お
問
い
合
わ
せ
先
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高
速
道
路
の
無
料
措

置
が
継
続
さ
れ
ま
す

　

平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
原
発
事
故
に
よ
り

避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
支
援
に
つ

い
て
、
以
下
の
と
お
り
無
料
措
置

の
期
間
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

◆
期　

間　

平
成
25
年
3
月
31
日

（
日
）
ま
で
継
続

◆
対
象
IC　

福
島
県
内
の
全
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
山
元
IC
、
加

須
IC
、
桜
土
浦
IC

（
加
須
IC
、
桜
土
浦
IC
は
双
葉

町
の
避
難
者
の
み
）

◆
対
象
者　

警
戒
区
域
等
の
区
域

内
に
居
住
し
て
い
た
者
、
及
び

特
定
避
難
勧
奨
地
点
の
設
定
を

受
け
た
者

◆
目　

的　

避
難
者
の
一
時
帰
宅

等
の
生
活
再
建
に
向
け
た
移
動

の
支
援

○
詳
し
く
は
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

e-nexco.co.jp/road_info/
im

portant_info/h23/1121/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
２
４

−

０
２
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
・
24
時
間
受

付
）
ま
た
は
☎
03

−

５
３
３
８

−

７
５
２
４

（PHS

・
IP
電
話
の
お
客
さ
ま
は

☎
03

−

５
２
５
３

−

８
５
０
０
）

大
熊
町
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
の
助
成

に
つ
い
て

大
熊
町
に
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
有

り
）。
こ
れ
に
よ
り
「
ひ
と
り
親

家
庭
」
に
該
当
す
る
方
は
、
一
月

あ
た
り
自
己
負
担
１
，
０
０
０
円

（
１
世
帯
あ
た
り
）
で
受
診
で
き

ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に

は
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
所
得
や
加
入
保
険

の
確
認
の
た
め
申
請
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
以
前
登
録

し
て
い
た
方
も
改
め
て
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
と
は
、
下
記
に

該
当
す
る
児
童
を
父
又
は
母
の

い
ず
れ
か
一
方
が
監
護
す
る
家

庭
を
い
う
。
た
だ
し
、
児
童
の

父
の
配
偶
者
又
は
母
の
配
偶
者

が
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

（
昭
和
36
年
政
令
第
４
０
５
号
。

以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）
第

1
条
第
2
項
に
規
定
す
る
程
度

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
を

含
む
。

⑴　

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童⑵　

父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

⑶　

父
又
は
母
が
政
令
第
1
条
第

2
項
に
規
定
す
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

⑷　

父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑸　

父
又
は
母
が
引
き
続
き
1
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

⑹　

父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

⑺　

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

な
お
、「
婚
姻
」
に
は
、
婚
姻

の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
場
合
を
含
み
、「
配
偶
者
」に
は
、

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
者
を
含
み
、「
父
」
又
は

「
母
」
に
は
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
父
又
は
母
と
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

っ
た
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

※
対
象
者
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
又
は
母
（
以
下
「
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
」
と
い
う
。）
及
び

そ
の
児
童
並
び
に
父
母
の
な
い

児
童
で
あ
っ
て
、
医
療
保
険
各

法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、

組
合
員
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る

者
を
い
う
。

前
記
は
、
条
例
の
一
部
分
を
抜

粋
し
た
も
の
で
す
の
で
、
詳
し
く

は
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

あ
な
た
の
健
康
、

見
守
り
ま
す
。

（
県
民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査

問
診
票
の
ご
回
答
の
お
願
い
）

福
島
県
で
は
、
原
子
力
災
害
に

よ
る
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
長
期
に

わ
た
り
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
出
発
点
と
し
て
、
問
診
票
を
ご

提
出
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

各
々
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
お
伝

え
し
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
推
計
結
果
の
通
知
が

届
い
て
い
な
い
皆
さ
ま
に
は
、
現

在
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
も
う
少
々
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ

ま
に
は
、
基
本
調
査
問
診
票
に
ご

記
入
い
た
だ
き
、
平
成
23
年
３
月

11
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
の
ご
自

身
の
外
部
被
ば
く
線
量
を
確
認
い

た
だ
く
た
め
に
、
問
診
票
の
ご
提

出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県

民
健
康
管
理
調
査　

基
本
調
査
問

診
票
」
に
関
す
る
出
前
書
き
方
説

明
会
・
相
談
会
を
皆
さ
ま
の
ご
要

望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
は
、
土
・
日
・
祝
祭

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当
た
り
10

名
～
15
名
ま
で
の
相
談
が
可
能
で

す
。

補
助
・
支
援

お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先
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お 知 ら せ

詳
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県

民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
県
立
医
科
大
学　

県
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４

−

５
４
７

−

１
７
８
６

HP

：

あ
な
た
の
健
康
、
見
守

り
ま
す
。
で
検
索

お
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

◇
多
発
す
る

ス
ト
ー
ブ
火
災
に
注
意
！

　

暖
房
器
具
の
中
で
も
ス
ト
ー
ブ

に
よ
る
火
災
は
、
毎
年
火
災
原
因

の
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
、「
使
用
者
の
不
注

意
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

最
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
耐
震

自
動
装
置
が
付
い
て
い
る
の
で
危

険
性
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

過
信
は
禁
物
で
す
。
ど
ん
な
種
類

の
ス
ト
ー
ブ
で
も
火
災
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正

し
い
使
用
方
法
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

【
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
す
る
際
の
注
意
点
】

◦
ス
ト
ー
ブ
上
や
周
囲
に
は
、
洗

濯
物
を
干
さ
な
い
。

◦
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な

い
。
外
出
し
な
い
。

◦
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ

の
そ
ば
に
置
か
な
い
。

◦
給
油
を
す
る
際
に
は
、
必
ず
火

（
電
源
）
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

◇
子
供
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
！

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
う
ち
、

ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
大
切
な
生
命
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
ラ
イ

タ
ー
等
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
遊
び
に
よ
る

火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

◦
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
等
を
子
供

の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い
。

◦
子
供
だ
け
で
火
を
取
扱
わ
せ
な
い
。

◦
火
災
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
説
明
す
る
。

◦
子
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

◇
普
段
か
ら
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　
「
家
の
ま
わ
り
に
は
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
」

「
料
理
中
は
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な

い
」「
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
」な
ど
、

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
一
人
ひ
と
り

の
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
古
く
な
っ
た
電
気
器

具
を
使
用
す
る
時
は
、
必
ず
点
検

を
し
て
く
だ
さ
い
。
耐
用
年
数
を

過
ぎ
た
も
の
を
長
時
間
使
用
し
た

り
、
電
気
配
線
に
負
担
を
か
け
す

ぎ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で
火
災

に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
火
災
か
ら
尊
い
命
、
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
予
防

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
火
災
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

富
岡
消
防
署 

　

☎
０
２
４
０

−２
５

−８
５
６
３

楢
葉
分
署　

　

☎
０
２
４
０

−２
５

−２
１
１
９

防
　
災

お
問
い
合
わ
せ
先

大熊町でも活動していました
『FCフレンズ（大熊町サッカースポーツ少年団）』

が、会津若松市で活動しています。
メンバーも随時募集しています。

サッカーで体力アップ!!みんな初心者！
まずは体験練習いかがですか？

ＦＣフレンズ　メンバー募集！！
（サッカースポーツ少年団）

FCフレンズ（工藤）	 電　話　080−6035−2816
� メール　holy-hori516@ezweb.ne.jp

お 問 い
合わせ先

冬は　フットサル！
女子部員も

活躍しています。
女の子歓迎 !!
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I N F O M AT I O N

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津

若
松
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

１
月
の
相
談
日
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
出
張
相
談
会

◇
１
月
18
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

○
場
所　

大
熊
町
役
場
２
階
会
議
室

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
お
し
ゃ
べ
り

交
流
会
（
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
）

◇
１
月
30
日
（
水
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

○
場
所　

亀
公
園
仮
設
住
宅
集
会
所

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
お
し
ゃ
べ
り

交
流
会
（
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
）

①
会
津
地
域
以
外
の
求
人
情
報
を

閲
覧
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

③
自
由
参
加
で
す
。
詳
し
く
は
、
震

災
特
別
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い

避
難
者
の
皆
様
の
た
め
の

就
職
相
談
会
開
催
に
つ
い
て

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
日
程
に
て
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
仕
事
を
探
し
て
い
ま
す
。

→
ど
ん
な
仕
事
を
お
探
し
で
す
か
？

○
浜
通
り
に
引
っ
越
す
予
定
が
あ
る
。

→
い
わ
き
・
南
相
馬
に
も
担
当
者

が
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
登
録
し
て
情
報
収
集

し
ま
し
ょ
う
！

○
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
短
時
間

の
仕
事
が
い
い
。

○
運
転
免
許
が
な
い
の
で
近
く
で

働
き
た
い
。

○
冬
で
も
で
き
る
仕
事
を
探
し
た

い
。　

な
ど
な
ど
。

◆
日
時　

平
成
25
年
1
月
19
日

（
土
）　

午
後
1
時
～
3
時

◆
場
所　

会
津
稽
古
堂
第
4
研
修

室
（
会
津
若
松
市
役
所
栄
町
第

２
庁
舎
向
か
い
）

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
窓
口

　

☎
０
２
４
２

−２
７

−８
２
５
８

　

月
～
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午

後
7
時

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
１
月
30
日
（
水
）
の
出
張
相
談

に
は
臨
床
心
理
士
が
同
行
し
ま

す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
震
災
特
別
相

談
窓
口
ま
で
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
震
災
特
別
相
談
窓
口（西

分
庁
舎
）

○
開
所
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日

※
祝
日
は
除
く
。
午
前
９
時
～

12
時
、
午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

西
分
庁
舎
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
道
路
向
か
い
）

☎
０
２
４
２

−

８
５

−

８
５
９
５

※
開
庁
時
間
内
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
日

臨
床
心
理
士
に
よ
る
職
業
相

談
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
、
健

康
相
談
が
で
き
ま
す
。

○
相
談
日　

１
月
９
日
（
水
）、

１
月
16
日（
水
）、１
月
23
日（
水
）

○
時
間　

午
前
９
時
～
12
時

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
分
庁
舎

※
予
約
者
優
先
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　

☎
０
２
４
２

−８
５

−８
５
９
５

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
く
し
ま
心
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
２
年
11
月
19
日
よ
り

電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
津
波
、
原
発

事
故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス

ト
レ
ス
に
よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
々
や
そ
の
支
援
を
さ
れ
て

い
る
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＂
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
＂

☎
０
２
４

−

５
３
１

−

６
５
２
２

平
日
：
午
前
９
時
～
午
前
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
5
時

専
門
の
相
談
員
が
お
受
け
い
た

し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

※
最
近
、
な
ん
だ
か
眠
り
が
浅
い

…
。
夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と

も
増
え
た
気
が
す
る
。

※
以
前
と
比
べ
る
と
、
食
欲
が
落

ち
た
か
も
し
れ
な
い
。
体
重
が

増
え
た
り
減
っ
た
り
す
る
…
。

相
　
談

※
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
驚
い
て

ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な

っ
た
り
す
る
…
。

※
災
害
時
に
体
験
し
た
こ
と
や
そ

の
時
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
、

辛
く
な
る
こ
と
が
あ
る
…
。

【
電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者
】

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

基
幹
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
４

−

５
３
５

−

８
６
３
９

E-m
ail

：asuka_m
ibu@

kokoro-fukushim
a.org

◆相談日　毎週火曜日・木曜日　午後1時～4時
◆場　所　大熊町役場会津若松出張所
　　　　　企画調整課内
◆相談料　無　料
◆協　力　福島県司法書士会会津支部

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所企画調整課

 賠償・支援相談窓口を開設しています 
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震災後慣れない環境の中、お子さんとの生活はいかがですか？
長引く避難生活の中で育児するには、様々なストレスがあることと思います。
少しでも皆さんの不安の解消につなげるため、保健センターでは定期的に育児相談会を開
催します。待ち時間を利用し、絵本の読み聞かせや手遊びの企画もしています。おしゃべり
をしながら、皆さんでゆったりしたひとときを過ごしませんか。
また、避難先でも相談会などに参加できます。ひとりで悩まず、まずは近くの保健師に気
軽に相談してみましょう。

日　　程　平成25年１月10日（木曜日）
受付時間　午前10時〜11時
場　　所　会津若松市河東保健センター
対�象�者　未就学児
内　　容　身体計測、育児相談、栄養相談、
　　　　　親子遊びなど
持参する物　母子健康手帳

※申し込みは不要ですので直接会場に
　おいでください。

「こころの相談日」
～ストレスからくる不調はありませんか～
眠れない・気持ちが沈む・アルコール
の量が増えた・イライラする・ものわす
れしやすい等の不調はありませんか？お
気軽にご利用ください。

日　時　�１月15日（火）予約制
　　　　�精神科医との個別相談
　　　　�（一人あたり30分程度）

対　象　�本人またはご家族

場　所　�ゆっくりすっぺ　

※会津地区以外の方はご相談ください。

皆さんからの善意の献血により、患者さ
んが安心して輸血を受けることができます。
この度、70回目の献血をされた大和久区の
鈴木由典さんに日本赤十字社から銀色有功
章と記念品が贈られました。現在いわき市
に避難中の鈴木さんは、
いわき連絡事務所志賀
所長から記念品等の贈
呈を受け「これからも
100回を目指して献血し
ます」と抱負を語られ
ました。

「育児相談会」

ひとりで悩まず、
　　　まずは相談を

【アンケートにご協力ください】
皆さんの子育て環境を把握し、支
援していくために、３〜４ヵ月児、
１歳６ヵ月児､ ３歳児健診の対象の
方に「保護者のこころの健康」に関
するアンケートを順次送付いたしま
す。健診終了後の返送にご協力くだ
さい。

大熊町保健センター
（大熊町役場会津若松出張所内）

☎0120−26−3844

申し込み・お問い合わせ先

献血功労者に
銀色有功章伝達

　保健だより
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11月９日、昨年夏の亀公園仮設での盆踊り以来、久しぶりに会津若松市の”大江戸温泉“に
て区民の集いを行いました。
大震災発生により、北は北海道、南は大阪と離れ離れになった野馬形区の方々のうち約80人
が駆けつけました。
渡辺町長及び鎌田区長の挨拶・復興への現況の説明の後、懇親会・二次会と、１年８か月ぶ
りに再会した人もあり、思い出話や震災後の行動また現状について等、積もる話に時間を忘れ
たひと時を過ごしました。
翌日、別れを惜しみながらも“絆”を確かめ合い、互いの健勝と再会を誓い散会しました。

野馬形区　土屋

11月25日（日）、会津若松市大江戸温泉物語あいづにて交歓会を開催いたしました。
昨年３月11日に東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故により地区民全員が県
内外へと避難生活を余儀なくされ１年８ヶ月が経過し、いまだ先行きが見えない厳しい状況に
もかかわらず、多数の地区民が交歓会に集まり、時間を忘れ今後の大熊町について語り合いま
した。

夫沢一区　根本

◆日　　時　１月16日(水)　午前10時30分〜　現地解散
◆集合場所　鳩ヶ谷駅東口　マクドナルド前
◆参�加�費　ランチ代実費＋賽銭
◆内　　容　お散歩サロン　　
　　　　　　予定　氷川神社から地蔵院まで
　　　　　　※雨天の場合はコースの変更があります。
◆申し込み　予約必要です。１月11日までにまでお電話ください。

野馬形区　区民の集いを開催

夫沢一区交歓会を開催しました

町民掲示板

埼玉県へ避難してい
る皆さんへ

『ひまわりの会』

新しい年をみんなで祝いましょう!!
鳩ヶ谷氷川神社参拝してから　

鳩ヶ谷散策
ちょっとおしゃれなランチしましょう～

ひまわり
☎080-4920-4931

お問い合わせ先
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町民掲示板

12月８日（土）、第一回目の熊二地区第５班の親睦会を、いわき市半大町「正月荘」で東日本
大震災と原発事故からほぼ１年９カ月振りで開催しました。
県内は勿論、つくば市や横浜市からも駆けつけて頂き、23世帯中15世帯22人が参加、久し振
りの出会いに一気に懐かしさが込み上げ談笑。各地に散り散りになりながらも、安穏とは程遠
いものの何とか少しずつ生活に穏やかさを取り戻してきており、そのことを確認しあいお互い
心から安堵しました。
帰還までの道のりは遠いものの“次回もまた元気でお会いしましょう”と堅く約束し、別れ
を惜しみながら散会となりました。皆さんどうもありがとうございました。

熊二区　山口　裕

県北地方『こらんしょ大熊』
県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」を下
記のとおり開催します。福島市や伊達市等に避難
されている町民の皆様、ぜひご参加ください。

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ
大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内

1月の定例会は以下の通り開催します。

熊２区　第５班親睦会

死亡者名 年 齢 住　所
2011年３月

及　川　　　誠 78 歳 大 野
堀　川　キシノ 83 歳 新 町
中　野　榮　一 80 歳 長 者 原
2011年４月

村　上　正　男 98 歳 南 台
2012年７月

武　内　綾　子 79 歳 北 向

死亡者名 年 齢 住　所
2012年８月

坂　田　俊　明 63 歳 東 平
2012年11月

田　中　勝　市 82 歳 山 神
山　﨑　榮　子 77 歳 大 野
菊　地　シヅ子 83 歳 大 野
新　谷　　　一 82 歳 滑 津
澤　内　久　一 87 歳 西大和久
赤　羽　八千代 62 歳 南 台

おくやみ申し上げます

◆日　時　１月19日(土)
　　　　　２月２日(土)・２月16日(土)
　　　　　午前９時〜午後１時
◆場　所　コラッセふくしま
　　　　　(福島県福島市三河南町1番20号)

◆日　時　1月27日（日）�9：00〜12：00
◆場　所　社団法人茨城県産業会館
◆内　容　茨城弁護士会による財物賠償に
　　　　　ついての法律相談。

【お問い合わせ】　
代表　管野充史　☎090-7233-1148

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com



あらかると
à la carte

熊町・大野小学校と大野幼稚園のもちつき会
が12月6日、同校体育館で開催されました。
このもちつき会は、岩手県北上市更木地区の
みなさんから支援していただいたもち米を使い、
前日の準備から当日のもちつき指導まで地元河
東のボランティアグループ「大熊ふれんず」の
方々とPTAの協力により行われました。
参加した小学生と幼稚園児約300人は、体育館
に集まると、順番がくるのを落ち着かない様子
で待っていました。もちつきが始まると、子ど
もたちは、前の人の様子を覗き込むように見ていましたが、終わるとホッとして笑顔を見せていま
した。実際についた子どもたちは「もちをぺったんとついた時、なかなか離れなくておもしろかった。

臼の中に杵を入れるのが難しかった。」と、うれ
しそうに話していました。
仕上げにボランティアや先生方が、勢いよくも
ちをつき、会場の掛け声がひとつになる中、いっ
きにつきあげました。
ついたもちは、「あんこもち」と「汁もち」に
して、昼食でいただきました。自分でついたもち
はおいしくて、何度もおかわりをする子どもたち
の姿がありました。

12月15日、「心のくつした便」が会津若松市の仮設住宅に届きました。
「心のくつした便」は、まちの駅連絡協議会の主催で行われ、全国のまちの駅に寄せられ
た被災者へのメッセージとプレゼントを、仮設住宅で不自由な生活を送っている人たちに届
けるものです。今回は全国のまちの駅から830個のメッセージ付きプレゼントが用意され、
約40人のサンタが12か所の仮設住宅に届けました。
出発のセレモニーでは、渡辺町長が「心あたたま
る善意をお届けしていただくことになり、みなさん
から夢と希望を与えられ、寒さを吹き飛ばすことが
できると確信しています」と、あいさつしました。
サンタの訪問を受けた皆さんは、サンタが仮設住
宅の玄関先に現れると、皆少し驚いた様子でしたが
温かい言葉とプレゼントに、「ありがとう」とうれし
そうに顔をほころばせました。

小学校で「もちつき会」が
開催されました

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

「心のくつした便」が届きました。


